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審 査 結 果 の 要 旨 
急性白血病 (ALL) や非ホジキンリンパ腫 (NHL) の治療成功率は年々向上しており，今まで以上
に治療後生存者の生活の質 (QOL) に目を向ける必要性が高まっている．治療後生存者の神経学的合
併症は QOLに影響するため，治療関連の神経学的異常を評価することは重要である． 
 申請者は，ALLまたは NHLと新規に診断された小児 17例に対し，治療開始時と退院時に施行さ
れた拡散テンソル画像 (DTI) を解析し，大脳白質の fractional anisotropy (FA) 値，apparent diffusion 
coefficient (ADC) 値を治療の前後で比較検討した．Region of interest (ROI) 解析では，左右の側脳室
前角周囲白質，左右の側脳室三角部周囲白質，左右の放線冠，左右の内包後脚，脳梁膝部，脳梁膨
大部に ROI を設定し，得られた ROI の FA 値，ADC 値を計測した．Tractography 解析では，線維束
の描出の停止基準を FA 値 0.15 として内包後脚を通過する線維束，運動路，感覚路，脳梁全体を通
過する線維束，さらに脳梁を 4区画に分けて膝部，体部，峡部，膨大部を通過する線維束を描出し，
各線維束の FA 値，ADC 値を計測した．ROI解析，Tractography解析で得られた FA 値，ADC 値を，
ウィルコクソン符号付順位和検定を用いて治療前後でそれぞれ比較検討し，両側検定で p値 0.05未
満を有意とした． 
ROI解析では，FA 値の有意な低下は左右の側脳室前角周囲白質 (左側，p=0.005；右側，p=0.019)，
左右の放線冠 (左側，p=0.002；右側，p=0.035)，脳梁膝部 (p=0.001)で認めた．左右の側脳室前角周
囲白質 (左側，p=0.011；右側，p=0.019)，左右の放線冠 (左側，p=0.017；右側，p=0.003) では ADC
値の有意な上昇も認めた．Tractography解析では，脳梁全体 (p=0.005)，膝部 (p=0.034)，体部 (p=0.017)，
峡部 (p=0.047) を通過する線維束で FA 値の有意な低下を認め，脳梁全体 (p=0.005)，膝部 (p=0.024) 
を通過する線維束では ADC 値の有意な上昇も認めた． 
FA 値の有意な低下と ADC 値の有意な上昇をいずれも認めた ROIや線維束を明らかな変化群，FA
値の低下は有意であったが ADC 値に有意な変化を認めなかった ROI や線維束を軽度変化群とし，
領域が前方であるほど化学療法の影響を受けやすいこと，中心部に比べて脳表部が化学療法の影響
をより受けやすいこと，投射線維は交連線維に比べて影響を受けにくいことを示した．これは髄鞘
化が遅い領域ほど化学療法に対する影響を受けやすいためと考えられる． 
以上が本論文の要旨であるが，ALLや NHLに対する化学療法が小児の脳に与える影響について，
治療前後の直接比較でその影響を明らかにした点で，医学上価値ある研究と認める． 
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